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わたしたちのまち
麻溝はいま・・・

◇プ、口 18,156人 (8人増)
茅 9,101人(5人増)
女 9,055メ、(3人増)

◇せ帯数 7,015せ帯(4増 ,

令和元年5月 1日現在(前月比)

第224号

令和元年 6月 15日

市立麻溝公民館発行

相模原市南区下溝

594雇ξ:地 6
′
I｀c1 042-778-2277
Fax 042-778-2278

撫̈ns.

|  |

麻
溝
貧
民
館

公民館

申し込み
問い合わせ
電話(778-2277)

11 ♪ぞうさんクラブ♪⑥
20麻溝地区レクリエーシヨン大会
25勉強会・ベビー∃ガ

12・ 19♪ ぞうさんクラブ♪①
20利用者懇談会①
28麻溝地区ソフトボール大会

17・24♪ ぞうさんクラブ♪|||||12)
16歴史散歩
19麻溝地区市民健康まつり
25麻溝クラシックコンサート

2・3麻溝地区文化展
8・ 15♪ ぞうさんクラブ♪⑦
10麻溝地区ママさんバレーボール大会
23利用者懇談会②

1ホタル観察会
14♪ ぞうさんクラブ♪③
21ベビーマツサーブ
23ニュースポーツ体験教室
(フアミリーバドミントン)

7不思議科学実験
2♪ ぞうさんクラブ♪④
4酒まんじゅうづ<り講習会
7うどん作りと流しソーメン
鈴虫をお分けします

∩∠

（∠

（５∩∠

10。 17♪ ぞうさんクラブ♪⑨
園芸教室
チャレンブ学級
(1月～2月 )

9美術関連教室
14♪ ぞうさんクラブ♪⑩
16麻溝地区卓球大会
29麻溝公民館まつり

1麻溝公民館まつり

13♪ ぞうさんクラブ♪⑤
29不思議科学実験
伝統文化いけばなこども教室
(9月～ 1月 )
さいかち学級(9月～ 11月 )
女性セミナー(9月～3月 )

朦
果
い
0.
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８

３

４

じめなわづ<り 講習会
クリスマスパーテイー

♪ぞうさんクラブ♪③
公民館大掃除
パソコン教室(5日間)

腸

・鰹 Eヨは実施日未定

年間事業予定を身近な所においてご活用くださいノ

賣鰤勒

□
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地
域
の
皆
様
と
共
に
新
た
な
一
歩

設
置
か
ら
６９
年
。
当
館
は

「
地
域

住
民
か
主
体
と
な
り
、
麻
溝
の
自
然

・

歴
史

。
文
化
を
継
承
し
、
ふ
れ
あ
い
、

学
び
あ
い
、
そ
し
て
参
加
す
る
こ
と

が
楽
し
い
、
ひ
ら
か
れ
た
公
民
館
」

を
基
本
理
念
に
、
新
た
な
地
で
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
ま
た
地
域
の
皆
様
と
共
に
、

麻
溝
地
区
の
社
会
教
育
の
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
し
て
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

館
長
　
桐

戸
初
生

運
営
協
議
会

各
種
事
業
の
計
画
立
案
等
、
公
民
館
の
運
営
に
つ
い

て
協
議
し
推
進
し
ま
す
。
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今年度、任期満了に伴う運営協議会委員 。専門部員の委嘱替えがありました。

公民館の中核となって活動していただく皆様と職員を紹介します。 (敬称略 )

兼 小 座 丼 境 廣 中 鈴 木 高 桐
増 泉 間 上  瀬 島 木 原 橋 戸

圭 喜 幸 國  明 勝 成 裕  初
一 亮 康 雄 勉 美 平 之 二 章 生

箕 春 本 鶴 春 貫
輪 山 多 田 山 烈

良 崎 展 恵 み 筆
市 子 克 美 子 子

Ｌ
□
小
室
一化
田

橋
本
山
□
原
田

田
島

美
喜
　
子
育

て
サ
ポ

ー
ト

委

員
会

委

員

長

麻 麻

)毒 )青

小 公

学 民

校 館

校 館

長 長

地
区
子
ど
も

自
成
連
絡
協

長

地
区

少
年
健
全
円
成
協

長

地

区

社

福

祉

協

冨」

長

地

区

自

連

冨」

長

地

区

自

連

長

本目

陽

中

学

校

冨」

校

長

の

丘

小

学

校

校

長

夢 麻

の 溝

丘 小
小
学
さ単
`

不0~｀  D
P'
T 丁

AA
会 会

長 長

正 勝 幸 圭
誠 春 弘 隆 子 隆

広 青 体 文 健 青

長 長 長 長 表 表 表 員 者 者 表

少

年

指

導

員

代

康

づ

＜

り

普

及

員

代

化
　
　
　
部
　
　
　
部

育

　

　

部

　

　

部

少

年

部

部

報
　
来女
　
一貝
　
〈ム
　
委
　
］貝

文
化
部

文
化

・
教
養
事
業
の
企
画
運

営
に
携
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統

行
事
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。
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圭目
少
年
の
地
域
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を
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成
・

援
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し
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主日
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地
域
活
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に
参
加
で
き
る
事
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を
企
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ま
す
。
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長
い
間
あ
り
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と
う
ご
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ま

し
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〈
フ
後
と
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お
力
添
え
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ほ
ど
よ
ろ
し
＜
お
願
い
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ま
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隕鰈鰈麒は部長・委員長 :::|:|:|::|||||:|::|:|:::|::||:||:||:||:::|::||||:||:1:|:は
副部長・副委員長 ☆は体育部も兼任 ※は青少年部も兼任
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騰
溝
地
区

平成31年 4月 28日 (日 )昭和橋スポーツ広

場において、麻溝地区ソフ トボール大会

が行われました。

優勝をめざしての気迫あふれるプレー

と熱い声援は、大会を大いに盛 り上げま

した。なお、ア トラクションゲームのビ

ンポイン トバッティングでは、同点決勝

で 4Hク ラブが頂点に立ちました。久々
の青空、緑増す丹沢の山々、相模川沿い

の鶯のさえず りなど、春を満喫 しながら

の今年度初の体育部事業で した。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

イ憂  勝  ~古 [1」ソフトホLルクラフ'

準優勝 5Sク ラブ
第 3位 土曜六時半04Hク ラブ

・壱支部
・スーパー公民館

新たに専門委員会を設置

子育てサボ■卜委員会
公民館では、乳幼児の保護者やご家族の皆様

を色々な面で支援 したいと考え、「子育てサポー

ト委員会」を立ち上げました。この専門委員会

は、次のような活動を行います。

○保育
・子育て中の保護者に、公民館事業やサーク

ル活動に参加 し易い環境を提供するため、

子どもを一時的に預かる(詳細は公民館へお

問い合わせ ください)

○支援事業の企画・ 運営
・子育て支援事業♪ぞうさんクラブ♪の開催
・子育てに役立つことを学べる場の提供
・子育ての悩みを相談 したり、情報を共有 し

たり、交流 したりする場の提供
・親子のふれあいを見つめなおす機会を設け、

その接 し方を学ぶと共にふれあう場を提供

○情報の発信
・子育てに役立つ情報、事業や季節に関連 し

た内容の「おたより」を発行

/  ＼r´~｀＼
子育てサポート委員から

「子育て中の皆さんを応援
たい」という思いをもっ

て、活動していきます。
なお、今年度の♪ぞうさん

クラブ♪は全10回です。
ぜひご活用ください。

4月の♪ぞうさんグラブ♪|ま「親子で絵本を楽しもう」

硼

群
難
攀
一攀
鍮
灘

平
成
３１
年
４
月
２０
日
（土
）大
会
議
室
に
お
い
て
、

５９
の
サ
ー
ク
ル
・
団
体
が
参
加
し
、
第
１
回
の
利

用
者
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
ど
お
り
、

利
用
す
る
皆
さ
ま
が
お
互
い

に
気
持
ち
よ
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
ロ
ビ
ー
や

各
部
屋
を
使
用
す
る
時
の
留
意
事
項
、
今
年
度
の

事
業
予
定
な
ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後

に
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
各
部
屋
か
ら
の
避
難
経
路
を
知
り
た
い

Ａ
避
難
経
路
図
を
各
部
屋
に
掲
示

・
窓
口
で
配
架

Ｑ
料
理
実
習
室
に
ス
リ
ッ
パ
を
置
い
て
欲
し
い

Ａ
作
業
中
の
安
全
を
考
え
、
各
自
の
足
に
あ

っ
た

履
物
を
持
参

新
館
初
の

翻謡箋璽ヨ田:検素

。原当麻ピンクソックス
・土曜六時半
・古山ソフトボールクラブ
・ 5Sク ラブ

0
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F``す

び

まヽ源貢・ヽ マヽす

。●キ!ょ 不 oヽ
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+く やデιヽoど｀
○
は
図
圭
８室

漑
は
公
民
館
と
図
圭
日室

開
室
時
間
１０
時
～
１７
時

し`
｀:-ru1Pr+.r.r.
入 や` て 1キも遅びヽ
.r .*;

◇

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式
⌒敬
称
略
）

４
月
４
日
（木
）相
模
原
市
立
あ
じ
さ
い
会
館

に
お
い
て
、
相
模
原
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

・
健
康
づ
く
り
に
ご
指
導

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（氏
名
は
２
面
に
記
載
）

◇
職
員

の
異
動

離
任
　
　
主

事
　
藤
野

圭
太

５
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
地

域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
場

所
で
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

着
任
　
　
主

事
　
村
松

和
夫

４
月
に
着
任
し
た
村
松
で

す
。
麻
溝
地
区
の
皆
様
が

笑
顔
で
来
て
い
た
だ
け
る

公
民
館
を
目
指
し
て
精

一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
公
民
館

ス
タ

ッ
フ
の
異
動
⌒敬
称
略
）

着
任
　
原

力
子

◇
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
委
員
を
募
集

３
面
で
紹
介
し
て
い
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
に

興
味
が
あ
る
方
は
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
学
習
室

の
開
放
に

つ
い
て

春
休
み
に
実
施
し
た
学
習
室
開
放
は
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
２０
名
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。
夏
休
み
や
冬
休
み
に
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
公
民
館
の
フ
ェ
イ
ス
プ

ッ
ク
紹
介

麻
溝
公
民
館
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
事

業
の
案
内
や
天
候
に
よ
る
事
業
の
開
催
の
有

無
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン

な
ど
で
読
み
取
り
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

開
け
ば
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

◇
第
２
駐
車
場
の
ご
案
内

来
館
さ
れ
る
時
は
、
第
２
駐
車
場
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
徒
歩
２
分
ほ
ど
で
す
。

⑩
⑮
Ｏ
③

年
号
も
改
ま
り
ま
し
た
。

委
員

一
同
さ
ら
に
丁
寧
な
取
材
や
読
み
や
す
い

レ
イ
ア
ウ
ト
に
努
め
、
社
会
教
育

・
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
に
お
け
る
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
情

報
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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